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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　For the basic study on the classification and systematics of Sesarminae and Varuninae by

biochemical and/or immunological techniques, such as disc electrophoresis and Ouchterlony

methods, several blackish water crabs were examined. The crabs used were as follows
s

Ｓｅｓａｒｍａ（Ｈｏｌｏｍｅtopｕｓ) hae。zαZ・浹・)V, s.ぐ瓦）ｊ。haani, S. (Parasesarma) pictuvi,
S. （j）｡）

εΓythr。dactyla, S. (P｡) plicaμim,
S. (Chir・。･lantes) bid・ns, Helic・Zｒ�・715 tridens.

Ｃｈａｓｍａｇｎａthｕｓ　ｃｏｎｖｅエ:us,Ｓｅｓａｒｍｏｐｓ　intｅｒｍｅｄｉｕｍ:, andＥｒiocheiｒ ｊａｐｏｎｉｃｕｓ.　By disc

　　　りelectrophoresis, specific fractions were found in the genｕｓ, Ｓｅｓａｒｍａ，Ｃｈａｓｍａｇｎａthｕｓ，

Ｅｒtｏｃｈｅｉｒand in the subgenus, PaΓasesar・a and also in the　species, S. (P｡)
ｐｉｃtｕｍ.

Several common fractions were also recognized between the genus Ｐａｒａｓｅｓａｒｍａand
ＣＫtｒｏ.

ｍａｎtｅｓ and between the genus S・ｊαΓma and Ｓｅｓａｒｍｏｐｓ.　These findings would be referable

to the understanding on intergeneric situations in the genus mentioned above. In order
to

obtain antisera against each species of the crabs used, whole muscle proteins of the legs

of crabs were injected intraperitoneally in albino rats. The precipitin bands appeared
in

agar gel double diffusion were observed and recorded in the reactions between antisera and

antigens (whole‘ muscle protein of crab legs). No species specific precipitin bands were

recognized, while many common bands were found between each antigen and anti-serum.

From the results obtained in the present experiment, we conclude that it is necessary

to purify the protein extracts employed in both disc electrophoresis and agar gel double

diffusions ； the purification of the materials would give more specific reactions for each

species of the crabs used.

　近年，セルロース・アセテート膜電気泳動，デンプングル電気泳勣, Disc電気泳勣などの生化

学的手法を用いた分類が，動・植物学の分野で試みられつつある．セルロース・アセテート膜電気

泳動法は, 1957年にイギリスのKohnによって開発されたもので，これによる分類が，魚類にお

ける種の同定に有効であるということが認められた(Hess and Smith, 1967 ； Taniguchi, 1969；

Taniguchi and Nakamura, 1970； Taniguchi and Ishiwatari, 1972).　またデンプングル電気泳

勣法は，カナダのSmithiesによって1955年に確立され，やはり魚類の分類学における分野で有用

とされている(Tsuyuki and Roberts, 1963, 1965). Disc電気泳勣法は, 1959年Raymondに

よって，合成高分子ポリアクリルアミドゲルが，電気泳動法の支持体として導入されたものであり，

いわゆるポリアクリルアミドゲル電気泳動法がそ･れである. Ornstein and Davis･（19り4）は，そ

の特徴を生しながら新しい泳勣法を開発した. Davis and Lindsay (1967)およびDavis (1968)

は, Heliエｂｏｍａｉｉａ　という一種のカイの体液haemolymphと，腹足筋- fooトmuscleの抽出液

を, Disc電気泳動法によって分画した．その結果，種々の条件によって，その構成蛋白が量的に

も変動しにくい，すなわち安定度の高い試料は，腹足筋抽出液であった,とし，これを用いてカイ

類の分類を試みた．　一方, Yoshimura (1968, 1969a, b)･およびYoshimura et�.（1970）は
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Schiｓtｏｓｏｍａｉａｐｏｎｉｃｕｍ　とＳ.　ｍａｒｔｉｏｎｉの２種の住血吸虫および･Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　kellicoUi，Ｐ.

･ｕａｅｉtｅｒｍａｎｉ，Ｐ.　ohiｒai，Ｐ.　iZofetｓｕｅｎｅｎｓts，Ｐ.miｙａｚakii，!-*.　sａｄｏｃｎｓiｓなど６種の肺吸虫につい

て, Disc電気泳動を行ない，体構成蛋白パターンによって，容易にこれらの種の判別か可能であ

るとした．また吉田・栗本(1969)はＡｎｃｙｌｏｉtｏｍａ ｃりｌａｎｉｃｕｍとＡ. bｒａｚｔliensｅの体構成蛋白

を泳勁し，その泳動像から，種speciesの異同について論じている，さらに栗本(1974)は, Disc

電気泳動によりヒト姻虫Ａｓｃａｒtｓ　lｕmhｒｉｃｏｉｄｅ%とブタ姻虫A. suumの異同について調べたとこ

ろ，両者間に顕著な差異がみられたという．

　一方，最近では免疫学的な手法も勁物の分類学に応用されるようになり，その主なものが免疫電

気泳^ immunoelectrophoresisである．これは，まず寒天ゲル電気泳動で抗原antigenを分画

し，同じ寒天ゲル中で，抗原と抗体antibodyを拡散させ，沈降線precipitin band をつくらせ

る方法である. Martinetto et al. (1968)は，姻虫類において.A. suumの仝虫体whole worm,

筋層muscle layer, 腸intestine,体液haemolymph,受精卵fertilized egg, 幼虫larvae等の抽

出抗原を用いて，またWilliams and Soulsby (1970) i}i A. suumの全虫体，卵，幼虫等の抽出抗

原を用いて実験を行ない，その沈降線の形，位置，数を観察した．またImperato ｅt al. (1968)

や辻ら(1969)は，ヒトおよびブタ姻虫の体構成蛋白を用いて，免疫電気泳動を行ない，その泳動

像から両種姻虫には，抗原性の面で差異かあるとした．このように，従来，生化学的ならびに免疫

学的手法が，いくつかの動物の分類に応用されてきた．

　本報では，河ロあるいは河川に生息するカニ類10種を用い，蛋白組成あるいは抗原・抗体系

antigen-antibody sytemの面から種間の類縁，親疎について検討した．つまりDisc電気泳動お

よびOuchterlony法（二重拡散法）を用い，形態によってなされてきた分類の裏付け，ひいては

再検討か可能かどうかについて調べた．とくに属Genusあるいは亜属Subgenusの特徴か泳動

像や沈降線に現われるかどうか注目した．甲殻類Crustaceaにおけるこの種の研究は皆無であり，

今回が最初の試みといえるが，形態的には分類不可能な種についても，上述した手法により，それ

らのカニ類の判別が可能かどうかを追究した．なお用いられたカニ類の現在の分類学的位置づけ

は，酒井(1976)およびSakai (1976)によると，以下のとおりである．

　　節足動物門　　　　　　　　　　Phylum :　　　’Ａrtl!ropoda ・

　　甲殻綱　　　　　　　　Class :　　　　Crustacea

　　十　脚　目　　　　　　　　　　　　Order :　　　　　　　Decapoda

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ･　　　　　1　　戻行亜目　　　　　　　　　Suborder :　　　Reptantia･

　　短　尾　区　　　　　　　　　　　　Section:　　　　　　Brachyura

　　方頭亜区　　　　　　　　Subsection :　　　Brachyrhyncha

　　イワガエ科　　　　　　　　　　　　Family :　　　　　　Sesarmidae

　　ベンケイガユ亜科　　　　　　　Subfamily :　　　　Sesarminae

　　　アカテガエ属　　　　　　　　　Genus :　　　　　　Sesarmα

　　　アカテガエ亜属　　　　　　　Subgenus:　　　　Ｈｏｌｏｍｅtｏｂｕｓ

　　　　アカテガニ　　　　　　　　Ｓｅｉａｒｍａ（Ｈｏｌｏｗ.。tｏｂｕｓ）ｈａｅｍａtｏｃｈｅｉｒ

　　　　クロベンケイガニ　　　　　Ｓ．　　（召.）　　ｄｅｈａａｎｉ

　　　カクベンケイガエ亜属　　　　Subgenus:　　　　Ｐａｒａｓｅsａｒｍａ

　　　　カクベンケイガエ　　　　　S.　　（Ｆ ａｒａｉｅｉａｒｍａ）ｂtｃtｕｍ

　　　　ユビアカベンケイ　　　　　　Ｓ．　　　く:f.)『

　　　　オオユビアカベンケイ　　　S.　　（7）.）ｂｌｉｃｄtｕｍ

　　　フタバカクガエ亜属　　　　　Subgenus :　　　　Chtｒｏｍａボｅｓ

　　　　フタバカクガエ　　　　　　　Ｓ．　OChiｒｏＴｎａｎtｅｓ）biｄｅｍ
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　アシハラガエ属

　　アシハラガエ

　ハマガニ属

　　ハマガエ

　ベンケイガユ属

　　ベンケイガエ

モクズガニ亜科

　モクズガエ属

　　モクズガニ

Genuｓ　･.　　　　　　　　Ｈｅｌｉｃｅ

ＨｅｌｉｃｅＩｒideni Iｒｉｄｅｎs

Genus :　　　　　I Chatｈｍａｇｎａthｕs

ＣｈａtｈｍａｅｎａtｈtふｓＣ０７ｒｕｅエｕs

Genus　　　　　　　　　ＳｅｓａｒｍｏＪＪＳ

Ｓｅｓａｒｒｒｔｏｂｓintｅｒｍｅｄｉｕｍ

Subfamily ：　　　　Varuninae

Genus ：　　　　　　Ｅｒiocheiｒ

Ｅ.ｒiocheiｒｊａｐｏｍｃｕｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法

　１．カ　ニ　類

　使用されたカニの種類と採集場所は，次に示したとおりである．

　アカテガエ：高知県仁淀川河口および春野町高殿．・

　クロベソケイガエ：高知県仁淀川河口･

　カクベンケイガエ：高知県須崎市灰方･

　ユビアカベンケイガエ：高知県須崎市灰方，仁淀川河口および松田川河口．

　オオユビアカベンケイ：高知県松田川河口･

　フタバカクガエ：高知県須崎市灰方および仁淀川河口．

　アシハラガエ：高知県仁淀川河口･

　ハマガ４：高知県松田川河口･

　ベンケイガエ：高知県春野町高殿．

　モクズガニ：高知市朝倉鏡川支流.

　2●筋肉蛋白の抽出方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛

　抽出に際しては，原則として，それぞれのカニの脚の筋肉を用いることとした．しかし，小型の

ユビアカベンケイガユにおいては，脚の筋肉だけでは不充分であったため，体部筋肉をも含めて使

用した．採取した筋肉に生理食塩水（0.85％）を加え, 1,000 r.p.m. 5分間ホモジナイズした･

これらのホモジネートを，１昼夜冷凍庫で凍結（－20° Ｃ）したのち，解凍して3,500 r.p.m.で

15分間遠心分離し，その上清を蛋白抽出液として実験に用いた.

　3 . Disc電気泳動法

　この電気泳動は，アクリルアミドの重合体を支持体としている．アクリルアミドにN, N'-Methy・

lenbisacrylamide (加橋剤）を加え，ゲル化促進剤であるＴＥＭＥＤを加えて気密状態におき，無

色透明なゲルにして用いた．ゲルとしては内径５ｍｍｘ長さ80mmの小ガラス管（カラム）に３

層のゲル，すなわち分離用ゲル‘(separation gel).濃縮用ゲル(spacer gel)および試量用ゲル

(sample gel)を重ねて作成した．　試料用ゲルの半量は試料，すなわち筋肉蛋白であり，今回の実

験においては500μｇを使用した．このようにして調製したカラムを，上下の緩衝液槽に接続し，

緩衝液にはトリス・グリシン緩衝液（ｐＨ 8.3)を用いた．上楷には10“5％程度のブロムフェノール

ブルー(B.P.B.)水溶液を加えた．上部が陰極，下部を陽極として定電圧定電流電源に接続し，カ

ラム１本あ’たり３ｍＡの電流を流した．通電後10～20分経過すると, B.P.B.の極めて濃縮岑れた

青いバンドが陽極へ移動していくのが観察される．このバンドがカラム底面より５ｍｍ程度に達し

た時点で通電を止めた．次に冷水中でカラムからゲルを取り出し，アミドブラック10Bで60分間染
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色,７％酢酸で脱色したのち，デンシトメーター（東洋化学DMU- 2)により各分画を定量した．

　４●実験動物　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　･･

　感作血清を採取するため, Wistar King 株のダイコクネズミＲａtJｕs ｎｏｗぞｊｇｉｃｕｓ�binｕｓを用い

た．このネズミは本学部生物学教室で飼育・繁殖させたもので，ネズミにはオリエンタル社の固型

飼料（ＭＦ）と，水を常時与えるようにした．

　５．感作血‘清

　それぞれのカニから採取した筋肉蛋白の抽出液（抗原）を，１週間おきに４回ダイコクネズミの

腹腔内に投与した．それぞれの場合について，１［可の投与蛋白量を６ｍｇとし，抽出液0.5 m1 と

同ｍのFreund's complete adjuvant を混合して注射した．抗原の投与開始後４週間目に，これら

のダイコクネズミの尾部を切断して採血し，感作血清を得た．なお，本実験での蛋白量の測定は，

すべてアタゴ卓上蛋白計によってなされた.

　6. Ouchterlony法

　pH8.2ベロナール緩衝液（バルビタール・ナトリウム160 g を丿71の蒸留水に溶かし，これに

220 ml の0. IN HCl 液を加え，さらに蒸留水を補充して全ｌを101としたもの）にアガロース（三

光純薬株式会社製）を0.9％の割合になるように加え, 85~90°Ｃで加熱溶解したものを支持体とし

た．この加熱ガンデンを60° Ｃまで下げたのち，11×５ｃｍのガラス板上にメスピペットで9.5 ml

のせ，水平板上でガンデン板を作成した（辻, 1974).このガンデン板上に，直径５ｍｍの血清孔

　（６個）と抗原孔（１個）を，両者の間隔が５ｍｍになるように開け，底部をガンデンで封じた

のち，抗原孔には，カニの筋肉蛋白（蛋白濃度1.2 g /d1），血清孔にはダイコクネズミから採取し

た感作血清を入れ，室温・湿状態で12時開静置し，抗血清と抗原を追添加後，４°Ｃの氷室に24時

開静置した．その後，再度，両者を追添加して，さらに24時開静置した．反応終了後，ガンデン板

をベロナール加生理食塩水で洗浄，乾燥後アミドブラック10Bで染色，２％の酢酸で脱色して沈降

線を観察した．

結 果

　Disc電気泳動による蛋白分画を，デンシトメーターにより解析した結果は, Fig. 1　Ａ－Ｊに示

されたとおりである．この図では右側か陰極，左側が陽極を示す．また図中の矢印は，泳動カラム

を肉眼的に観察し，バンドが認められたことを示しでいる.’泳動によって最も多くのバンドがみら

れたカクベンケイがこの分画に，陰極側から番号を付し，他種のカニの分画をそれと対応させた．

対応しないものについては，「Ａ」の記号により区別した．それぞれの種の分画数についてみてみ

ると．10～20本と，かなりの変動が認められた．すなわち，それぞれの力平のバンド数は，アカテ

ガエとユビアカベンケイガエの２種は10本，クロベンケイガニi1本，ア.ジノヽラガニ13本，オオユビ

アカベンケイガエ，モクズガユ，ハマガエおよびベンケイガエの４種が15本，フタバカクガエ16

本，カクベンケイガエ20本であった．これらのバンドのうち，極めて高い吸光度を示したものにつ

いてみると，アカテガニ(Fig. lA),クロベンケイガエ(Fig. IB),カクベンケイがニ(Fig.

ID），オオユピアカベンケイガエ(Fig. IF),フタバカクガエ(Fig. lC),ハマガエ(Fig.

IH）では,1,2,7のバンドか高い吸光度を示した．ところ加ユビアカベンケイガエ(Fig.

IE).アシハラガエ(Fig. lG),ベンケイガユ(Fig. M)においては,1,2の２本のバン

ドだけが高く，またモクズガニ(Fig.□）については, 1, lA, 2の３本で高い吸光度か得ら

れた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヶ
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Fig. la　Densitometric tracing of the electrophoretic patterns of the muscular

　　　　　protein obtained from each species of crabs. Arrow shows the clear

　　　　　bands recognized without the aid of densitometry･

　　　　　Ａ:　ＳｅｓａｒＴＴｉａ　(Ｈｏｌｏｍｅtｏｆｃｕｓ)　ｈａｅｎｉａtｏｃｈｅｉｒ､　Ｂ： Ｓ． （Ｈ､)　ｄｅｈａａｎｉ、

　　　　　C: Ｓ、 (Ｃｈｉｉｏｍａｎtｅｓ)　ｈｉｄｅｎｓ、
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　　　　　　　　　　　　↓　　　↓　↓

↓ ↓

Fig. Ib　Densitometric tracing of the electrophoretic patterns of the muscular

　　　　　protein obtained from each species of crabs. Arrow shows the clear

　　　　　bands recognized without the aid of densitometry.

　　　　　D: Ｓ.ＣＰａｒ‘ａｓｅｓａｒｒれａ)　ｐｉｃはｍ，　Ｅ:　Ｓ.(Ｐ.)ｅりthｒｏｄａｃtｙla．

　　　　　F: 5. (.P.)　ｐｌｉｃａtｕｍ.
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－

Table １　Mean Rf values of the muscular protein fractions

Protein

fraction
number
-

　１

　１Ａ

　２

　２Å

　３

　３Ａ

■
a
i

ｕ
-
>

＼
o

c
―

７Ａ

8
9
1
0

11

12

12Ａ

13

13Ａ

４
t
o

^
0

1
1
　
１

16Ａ

７
８
１
　
１

18Ａ

9
0
1
2

SesaΓma
(PaΓasesaΓiva)
ｐｉｃtｕｍ,

0.060

　－

0.170

　－

0.230

　－

0.267

0.305

0.351

0.392

　－

0.413

0.438

0.487

0.546

0.594

0｡649

　－

0.700

0.721

0.764

　－

0.796

0.838

　－

0.939

1.000

S. 　(I）。）　　　　　　Ｓ。(Ｐ.)　　Ｓ．　　　　　　　　Ｓ. 　(Ｈ．）

ｅりtｈｒｏｄ°ｃり1a　　μｉｃａはｍ　　(Ｈｏｌｏｔｎｅtｏ夕ｕｓ）　ｈａｅｍａtｏｃｈｅtｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄｅhａａｎi

0.045

　－

0.176

　－

0.237

　－

0.282

0.306

0.353

0.385

一

一

－

0.526

－

一

一

0｡695

－

0.755

－

一

一

－

1.000

0｡040

－

0.168

　－

0.227

　－

0.266

0.308

0.355

0.379

　－’

　－

　－

0.507

0.561

　－

0｡671

　－

0.702

0.734

0.777.

　－

0.806

－

一

一

000

0.050

　－

0.142

0｡205

　－

0.256

0.295

0.332

0.364

　－

0｡447

一

一

－

0.661

0.703

-

一

一

-

－

1.000

0｡029

－

0｡150

－

0｡245

0.286

　－

0.357

一

一

－

一

一

一

一

0.656

0.675

　－

0.710

0.751

　－

　－

一

一

－

1.000

　Table l lこは各々の分画のRf値(Rate of frow)が示されている．これによると，10種のすべ

てのカニに共通なバンドとして, 1, 2,･5，7および2Qの５本がみられた．またバンド1Aは，ア

'シハラガエとモクズガニのｉ種に共通して認められた．バンド2A, 16A, 18Aの３本はＣｈａｓｍａｇ-

れａtｈｕｓ属であるノヽマガエだけに出現した．一方，バンド３はアカテガニ以外のすべてのカニにみ

られ，３Ａについてはモクズガエとハマガエだけでみられた．バンド４はSeｓａｒｍａ属の６種と，

以前はＳｅｓａｒｍａ属とされていたベンケイガニに認められた．また，バンド６はアカテガエ，アシ

ハラガニ，モクズガエ以外の７種に現われた．バンドフＡはモクズガエ亜科, Eri‘ocheir属のモク

ズガエだけでみられた．またバンド16は，クロベンケイガエ以外の全ての種でみられたのに対し，

19のバンドはカクベンケイガニだけで観察された.

　Ouchterlony法によりカニの筋蛋白抗原と同種または異種のカニ抗血清との間に形成された沈

降線precipitin band ―抗原・抗体反応－の出現状況はＴμ)!ｅ ２ に示されたとおりである．こ
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obtained from each species of crabs

0｡065

－

0｡169

　－

0.230

　－

0

｡

0

.

0

.

0

.

254

306

355

391

-

一

一

0.536

0.593

0.621

　－

0.690

0.718

0.766

　－

0.794

0.819

－

1.000

Hｅｌｉｃｅ

tｒｉｄｅｎｓ

tｒtｄｅｎ５

0｡003

0.113

0.142

　－

0｡200

　－

　－

0.294

　－

0.365

　－

　－

0.439

0.507

　－

-

　－

　－

0.692

0.717

0.738

　－

0.785

一

一

1.000

Eｒtocfieiｒ

ｊａｐｏｎｉｃｕｓ

0｡025

0.107

0.148

　－

0.215

0.241

　－

0.284

　－

0.351

0.358

0.420

0.455

　－

　－

0.614

0.650

　－

0.727

0.777

-

一

一

1.000

Chaｓｖｉａｇｎａthｕｓ

Ｃ∂りexus

0.059

　－

0.149

0.181

0.204

0.231

　－

0.296

0.338

0.354

-

　－

0.498

　－

－

一

一

0.675

0｡714

0.742

0.776

　－

－

0.899

－

1.000

Sｅｓａｒｍｏｐｓ

iれtｅｒｍｅｄｉｕｍ

0｡067

－

0.151

－

0.226

－

0.257

0.294

0.356

0.375

0｡421

0.448

0.514

　－

　－

0. 67.3

0.706

0.735

0.767

-

－

1.000

れによると，仝ての反応系において，沈降線が１～６本出現しており，使用されたカニ類において

は，お互いに広い共通抗原性の在存することか示唆された．　しかし，同種抗原に対して，より強い

反応を示すという例は少なく，種に特異的なバンドを見出すことも困難であった．同様な傾向は，

予備的に試みられた第３週目の抗血清についても認められた．　　　　　　　｀’
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Table 2　Number of the precipitin bands by the agar double dぽusion between the antiserum

　　　　　　theantgen ぐｅχtractsôbtained from each muscular protein of the species

　　Crab species

　　used as antigen

Ｓ. 　(Ｈ､)　ｈａｅｍａtｏｃｈｅｉｒ

S. (H.)　ｄｅhａａｎi

S. 　(I）.)　ｐｉｃtｕｍ

H. 　tｒｉｄｅｎs tｒｉｄｅｎｓ

C. cc nve､xus

No. of bands
appeared
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ｒ
t
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n

o
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Ｃ
Ｏ

　
　
　
ｙ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
９
　
1

1
3
2
1
2
2

o
ｏ

ｃ
＾

ｃ
＾

１
o
j

n

　
　
^
'
J

―
I

＼
O

C
S
J

Ｃ
Ｏ

　
　
　
ｊ
　
！
　
タ
　
9
　
j

1
3
4
2
4
り
乙

Antiserum(crab species)

S. 　(Ｈ.)　ｈａｅｍａtｏｃｈｅｉｒ

Ｓ、（旺.^　ｄｅｈａａｎｉ

Ｓ.（ｐ.)　ｐｉｃtｕｍ

Ｓ. (Ｐ.)　ｅりthｒｏｄａｃtｙｌａ

Ｓ.　CP､)　ｐｌｉｃａtｕｍ

Ｓ、（Ｃ､)　ｂｉｄｅｎｓ

Ｈ、tｒｉｄｅｎｓ tｒｉｄｅｎｓ

C. conむexus

Ｓ.intｅｒｍｅｄｉｕｍ.

Ｅ、ｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｓ、（Ｈ､)　ｈａｅｍａtｏｃｈｅｉｒ

Ｓ、（Ｈ､)　ｄｅｈａａｎｉ

　　　■■ｙ　　・

Ｓ.　(Ｐ.)やictｕｍ

Ｓ. (Ｐ.)　ｅりthｒｏｄａｃtｙｌａ

Ｓ.　(Ｐ､)　ｐｌｉｃａはｍ

S. (C､)　bid ｅｎｓ

冑.･tｒｉｄｅｎｓ　tｒｉｄｅｎｓ

C. CO､lｔ､むxuぶ

Ｓ.　intｅｒｍｅｄｉｕｍ

Ｅ、ｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｓ、（Ｈ､)　ｈａｅｍａtｏｃｈｅｉｒ

Ｓ、（Ｈ､)　ｄｅｈａａｎｉ

S. (P.)ｐｉｃtｕｍ

Ｓ. (Ｐ.)　ｅりまhｒｏｄａｃりｌａ

S. (P.)　ｐｌｉｃａtｕｍ

Ｓ、(Ｃ.)　ｂｉｄｅｎｓ

Ｈ、tｒｉｄｅｎｓ ｔｒｉｄｅｎｓ

Ｃ、ｃｏｎｖｅ工ｕｓ

Ｓ、intｅｒｍｅｄｉｕｍ

Ｅ、ｊａｐｏｎｉｃｕｓ

Ｓ. 　(Ｈ.) ｈａｅ＾ｎａtｏｃｈｅｉｒ

Ｓ. 　(Ｈ､)　ｄｅｈａａ、li

S. (P･､)　ｐｉｃｔｕｍ

Ｓ、（Ｐ､）ｅりthｒｏｄａｃtｙla

＆（ｐ.) ｐｌｉｃａtｕｍ

S. (C.､)　ｂｉｄｅｎｓ

Ｈ. 　tｒｉｄｅｎｓ tｒｉｄｅｎｓ

Ｃ.ごり刀ﾌjexus

Ｓ. intｅΓ■ｍｅｄｉｕｍ

Ｅ、ｊａｐｏｎｉｃｕｓ

5. (H､)　ｈａｅｍａtｏｃｈｅｉｒ

Ｓ、（Ｈ､) ｄｅｈａａｎｉ

Ｓ. (Ｐ.) ｐｉｃtｕｍ
、

5. (P.) eフツthｒ。ｄａｃtｙｌａ

Ｓ、（Ｐ､)　ｐｌｉｃａtｕｍ

Ｓ、（Ｃ､)　ｂｉｄｅｎｓ

Ｈ、tｒｉｄｅｎｓ　tｒｉｄｅｎｓ

C. COｱﾌvexμj

S. 　intｅｒｍｅｄｉｕｍ

Ｅ. ｊａｐｏｎｉｃｕｓ
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from the rats injected with extracts of muscular proteins of each species of crabs and

　　　Crab species

　　　used as antigen

5. (P.)ｅｒｙthｒｏｄａｃtｙlａ
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Antiserum
(crab species)

　S. (H.^　ｈａｅｍａtｏｃｈｅｉｒ

　Ｓ、（Ｈ、）ｄｅｈａａｎｉ

　5. CP,､）夕ictｕｍ

　＆（ｐ.)　ｅりthｒｏｄａｃtｙｌａ

　Ｓ.　(Ｐ､)　ｐｌｉｃａtｕｍ
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　Ｅ、ｊａｐｏｎｉｃｕｓ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察

　本実験では，主として河口域に生息する10種のカニ類について，その筋肉蛋白を用いて, Disc

電気泳動法による蛋白分画，あるいはOuchterlony法による沈降線形成について調べた．　これに

より，従来，形態によってなされてきた分類学の裏付け，ひいでは再検討を試みようとしたもので

あり，この種の研究に向けての基礎的な資料を提供しょうとするものである．まずDisc電気泳勁

によ.る結果についてみると，使用された10種カニ類においては, Fig. 1の像やTable 1 のRf

値から明らかなように，各種カニの筋蛋自分画には，かなりの「ノリッキ」が認められた．したが

って，こ,れらのバンド中に種　speciesに特異なものを見出す’ことは，将来，可能であることが示

唆された．ポリアクリルアミドゲルを支持体としたカラムには，全体としで28本のバンドが認めら

れた．このうち，バンドNos. 1, 2および７は，その吸光度の強さから，河口産のカニ類に共通

したものであろうと考えられる．一方，モクズガエにおいては，他のカニ類と違ってNos. 1,

1Aおよび２の３本のバンドの吸光度か高くなっている．すなわち，このカニの場合には，他の９

種の河口産カニ類（ベンケイガユ亜科）とは，全く違った泳勁パターンであり，モクズガエ亜科と

してSubfamilyを異にしていることを示している．一方，使用された10種のカニすべてに共通な

バンドとして, Nos. 1 , 2, 5, 7および20の５本が認められた．これらのバンドは，今回のベ

ンケイガエ亜科ならびにモクズガニ亜科のカニ類すべてに共通なものかどうか明らかでない．この

点については，今後，海産のカニ類をも含めた材料により検討されるべきである．バンドNo. 4は

Seｓａｒｍａ属のカニとＳｅsａｒ-ｒｎｏ＆ｓ　]

みられなかった．このことは，両属のカニか近縁にあることと関係するものといえる．すなわち，

Ｓｅｓａｒｍｏｊｊs属は最近になってSerene and Soh （1970）によIり･SesaΓma属から分離・独立した属で

ある．バンドNo. 11についてみると，これはSeｓａｎｎａ･属のＰａｒａｓｅsａｒｍａ亜属とChiｒｏｍａｎtｅｓ

亜属のカニだけで認められた．両亜属の形態学的な差異は，ＦαΓα∫ど∫ａΓηzα亜属のものでは，前側

縁に歯がなく，左右完全に平行しているのに対し，CKiｒｏｍａｎtｅｓ亜属のものでは，前側縁の眠窓外

歯の後方に明瞭な１歯があり，甲は前方に広くなっているという点である．このように，両亜属は

形態的には，はっきり区別されるが，蛋自分画の面では類似性を示す傾向がみられ，両亜属の関係

が注目された．

　カニ抗原と抗血清による沈降線の形式についてみると，まず向種抗原との反応が最も強かった力

二抗血清の種類は，フタバカクガエ，ハマガニおよびベンケイガニの３種である．このことは，こ

れらの３種カニ類での抗原特異性が，比較的に高いことを示している．しかし，今回の成績による

と，いずれの組み合せにおいても，沈降線が出現し，種に特異なバンドを見出すことは出来なかっ

た．　これは，本実験の感作に用いたカニの蛋白抗原に帰因するものと考えられ，今後は，さらに精

製した抗原を用いることにより，特異反応を見出すことは可能といえる．

　今回のカニ類についての研究から，従来の形態による分類学に対し，多くの結論的なことを引き

出すことは困難であった．しかし，この実験の結果から，属,間あるいは亜属間の関係について，興

味ある知見が得られた．今後は, Disc電気泳勣用の試料蛋白や抗原用蛋白の抽出法を検討するこ

とにより，特異性を見出し，種間の類縁・親疎を明らかにしていく必要がある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約，

　河口および河川に生息するカニ類を用い, Disc電気泳勁やOuchterlony法を試み，これらの

生化学的，免疫学的手法1とより，カニ類の分類，ひいてはその類縁を追究するための基礎的な実験

を行なった．使用されたカニ類は，アカテガニ，クロベンケ千ガエ，カクベンケイガエ，ユビアカ
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ベンケイガニ，オオユピアカベンケイガエ，フタバカクガエ，アシハラガエ，ハマガエ，ベンケイ

ガ土およびモクズガエの10種である. Disc電気泳勁によると，Ｓｅｓａｒ･ｍα属，Ｃｈａｓｍａかｌａtｈｕｓ属，

E7･iocheiｒ属，ＰαΓasesarma亜属およびカクベンケイガエでは，それぞれに特有なバンドが見出さ

れた．またＰａｒａｓｅsａｒｍａ亜属とChiｒｏ-ｍａｎｆｅｓ亜属およびＳｅｓａｒｍａ属とＳｅｓａｒ･ｍｏt>ｓ属のそれぞ

れの間には，共通バンドが出現し，両亜属ならびに両属間の関係が注目された. Ouchterlony･法

によっては，同種抗原と抗血清の反応が特に強いということはなく，‘筋蛋白の粗抗原では広い共通

抗原性の存在が明らかにされた．したがって，今後は,･ Disc電気泳動, Ouchterlony法ともに，

その実施に当っては，試料としての筋蛋白の精製か必要である．カニ類におけるこの種の研究は，

これまでに皆無といえるが，今後は多くの種類について，同様なデータを蓄積し,１詳細な検討が望

まれる．
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